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卒
業
式
一
一

〝
先
生
あ
り
が
と
う
″

ク
元
気
で
ね
″

三
月
十
五
日
、
二
中
学
校
、
三
百
七

十
六
名
、
三
月
十
八
日
、
五
小
学
校
、

三
百
六
十
八
名
の
卒
業
式
が
各
講
堂
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

机
小
学
校
で
は
、
先
月
完
成
し
た
ば

か
り
の
新
講
堂
で
初
め
の
卒
業
式
。

こ
こ
水
巻
中
学
校
で
は
、
十
時
か
ら

式
典
が
行
な
わ
れ
、
各
来
賓
か
ら
〝
水

中
で
の
三
年
間
を
大
切
に
胸
に
ひ
め
、

今
後
と
も
し
っ
か
り
ガ
ン
バ
ッ
テ
下
さ

い
″
と
祝
辞
が
送
ら
れ
、
最
後
に
全
員

で
校
歌
を
う
た
い
式
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
後
、
卒
業
生
は
各
教
室
に
入
り

最
後
の
席
に
つ
き
、
恩
師
、
在
校
生
が

ま
つ
校
門
に
む
か
い
ま
し
た
。

恩
師
と
手
を
に
ぎ
り
合
う
時
は
、
さ

す
が
に
三
年
間
の
思
い
出
が
こ
み
あ
げ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
　
ー
　
ど
の
生
徒
に

も
一
粒
の
涙
が
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

校
門
で
は
、
別
れ
を
惜
し
む
卒
業
生

の
姿
が
、
春
の
陽
ざ
Ｌ
を
い
っ
ぱ
い
に

う
け
て
、
去
り
難
い
よ
う
で
し
た
。

町の人　口
（2月末現在）

人　口　　　　26，758人

男　　　　　13，049人

女　　　　　13，709人

世帯数　　　8，221世帯

転入152人　　出生　22人

転出120人　　死亡12人

（2月の異動）

ろ
ノよしまこ　は　町　内　で　買　いた　ば
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自主納税

明るい住
新年度（昭和55年度）か

ら次のとおり納期、納付方

法及び前納報奨金の一部が

変更になります。

昭和55年度納期一覧表
這古 ＼ 聖 讐

1 期 2　期 3　期 4　期

国 定 資 産 税 4 月30日 7月31日 12月25日
5時

2 月28日

軽 自 動 車 税 4 月30日

町　 県　 民　 税 6 月30日 9 月1 日 10月31日 1月31日

国民健康保険税 6 月30日 9 月1 日 10月31［】1 月31日

農　 業　 共　 済 （水稲共済）
7月31日

固
定
資
産
税
の

納
付
方
法

の
　
変
更

固
定
資
産
の
年
税
額
が
一

人
あ
た
り
2
千
円
以
下
の
場

合
は
、
一
括
し
て
一
期
の
納

期
で
納
付
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

書
、
収
入
印
紙
（
百
円
）
を
持
っ
て
行

け
ば
、
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。

（
取
扱
い
金
融
機
関
）

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
、
各
支
店

福
岡
銀
行
折
尾
・
中
間
、
梅
ノ
木
支

店
、
郡
農
協
水
巻
支
所

納
税
組
合
に
加
入
を

納
税
組
合
と
は
、
地
域
、
隣
組
単
位

な
ど
で
組
合
を
設
立
し
、
組
合
員
が
納

め
る
税
金
を
組
合
が
一
括
し
て
、
納
期

内
に
納
め
る
も
の
で
す
。
納
期
内
に
完

納
し
ま
す
と
、
組
合
に
対
し
奨
励
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

奨
励
金
は
、
納
付
さ
れ
た
割
合
に
応

じ
、
納
期
内
納
付
額
の
3
・
5
％
1
∴
Ⅲ
％

（
国
保
税
Ⅲ
・
0
％
～
2
・
5
％
）
の
率
で
、
ま

た
事
務
費
と
し
て
、
加
入
世
帯
数
に
応

じ
3
千
円
～
5
千
円
、
取
扱
い
納
税
通

知
書
一
通
に
つ
き
5
0
円
が
合
わ
せ
て
交

付
さ
れ
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
役
場

収
納
係
ま
で
。

ク
水
巻
有
情
″

前
納
制
度
の
報
奨
金

率
が
変
更
に

固
定
資
産
税
、
個
人
の
町
民
税
を
納

期
前
に
納
付
さ
れ
ま
す
と
、
前
納
報
奨

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
納

税
組
合
加
入
者
、
町
税
滞
納
者
は
除
く
）

新
年
度
か
ら
こ
の
報
奨
金
の
基
準
が
次

の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

改
正
前
　
改
正
後

交
付
率
蘭
　
0
・
6
面

た
だ
し
、
一
納
期
の
前
納
税
額
が
4
0

万
円
を
超
え
る
部
分
は
交
付
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

納

付

は

便
利
な
口
座
振
替
で

手
続
は
簡
単
で
す

次
の
金
融
機
関
き
た
は
役
場
窓
口
に

預
金
使
用
の
印
鑑
、
町
税
の
納
税
通
知

合同短歌集待
望
の
水
巻
短
歌
会
、
合
同
歌
集

か
水
巻
有
情
″
が
権
威
あ
る
短
歌
新
聞

社
か
ら
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
〝
水
巻
有
情
″
は
、
作
者
五
十
一
名

計
千
七
十
一
首
の
歌
が
集
録
さ
れ
、
昭

和
の
時
代
に
生
き
る
か
た
一
人
ｌ
人
の

生
存
記
録
が
集
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
会

員
が
真
心
を
こ
め
て
詠
ん
だ
歌
を
み
て

も
ら
お
う
と
バ
リ
キ
ッ
テ
い
ま
す
。
今

ま
で
も
、
短
歌
現
代
な
ど
出
版
物
や
大

会
に
出
品
し
、
数
多
く
の
入
選
者
を
だ

つ
い
に
発
刊

す
な
ど
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
例
会
を
月
に
第
二
・
四
火

曜
日
の
十
時
か
ら
町
民
会
館
で
行
っ
て

い
ま
す
。
先
日
、
会
に
伺
っ
て
み
ま
す

と
、
会
員
の
か
た
が
た
が
ス
ト
ー
ブ
を

囲
ん
で
の
文
法
の
学
習
　
－
　
三
十
一
文

字
の
限
ら
れ
た
な
か
で
自
分
の
心
を
表

す
と
あ
っ
て
、
文
法
に
も
小
さ
な
心
づ

か
い
が
必
要
と
あ
っ
て
熱
心
な
学
習
が

続
ガ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
女
性
の
会

員
は
「
文
法
の
勉
強
は
五
十
年
ぶ
り
で

す
よ
。
難
し
い
け
ど
大
変
や
ヶ
甲
斐
が

あ
り
ま
す
」
と
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

会
の
代
表
者
、
田
中
秀
樹
さ
ん
は

「
こ
の
水
巻
有
情
を
契
機
に
、
も
っ
と

若
い
人
に
も
歌
の
心
を
わ
か
っ
て
も
ら

い
み
ん
な
の
短
歌
に
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

水
巻
有
情
を
希
望
の
か
た
は
田
中
さ

ん
（
猪
鮨
町
住
1
1
5
号
）
ま
で
．

入
会
希
望
の
か
た
は
例
会
の
日
に
直

接
会
場
ま
で

、
イ

シ
ン
ナ
ー
か
ら

「
子
ど
も
」
を
守
ろ
う

県
内
の
シ
ン
ナ
ー
乱
用
育
少
年
は
、

年
々
増
加
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
も
、
こ
の
傾
向
は
、
低
年
令
化
す

る
な
ど
青
少
年
の
健
全
育
成
上
ま
こ
と

に
深
刻
な
事
態
に
あ
り
ま
す
。

青
少
年
を
シ
ン
ナ
ー
か
ら
守
り
、
小

倉
で
起
っ
た
乱
用
者
の
殺
傷
事
件
な
ど

が
二
度
と
お
き
な
い
よ
う
、
地
域
、
家

庭
か
ら
シ
ン
ナ
ー
遊
び
を
追
放
し
ま
し

ょ
ナ
つ
。

∧
地
域
Ｖ

。
空
地
・
空
家
・
草
む
ら
・
神
社
な
ど

シ
ン
ナ
ー
遊
び
等
の
し
や
す
い
場
所

の
環
境
整
備
を
徹
底
す
る

。
シ
ン
ナ
ー
遊
び
を
見
つ
け
た
り
、
場

所
を
見
つ
け
た
ら
、
警
察
、
教
育
委

員
会
へ
連
絡
す
る

∧
家
庭
Ｖ

。
「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
」
と
、
子
ど

も
を
過
信
し
た
安
易
な
考
え
は
捨
て

ま
し
ょ
う

。
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
有
害
性
、
危
険
性

を
教
え
る

（
症
状
、
危
険
性
）
－
肝
臓
、
腎
臓
な

ど
の
内
臓
障
害
や
無
気
力
、
幻
覚
な
ど

の
精
神
障
害
等
で
廃
人
同
様
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
急
性
中
毒
、
呼
吸
困
難
、

運
動
不
能
等
に
よ
り
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
乱
用
に
よ
り
、
殺
人

強
姦
、
強
盗
な
ど
を
起
こ
し
て
い
ま
す

（
発
見
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
）

。
息
や
衣
類
か
ら
、
シ
ン
ナ
ー
特
有
の

揮
発
性
の
に
お
い
が
す
る
。

。
顔
色
が
悪
く
、
食
欲
が
な
く
な
る

。
酔
っ
た
よ
う
な
言
葉
や
懸
度
を
す
る

。
勉
強
、
仕
事
ざ
ら
い
に
な
る

幸せはみんなでわけよう　明るい社会　南中1年　植松京子
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〔
第
六
回
水
巻
町
部
落

解

放

春

季

講

座

人
権
問
題
を
一
人
一
人
の
も
の
と
し

て
考
え
る
た
め
、
次
の
と
お
り
春
季
講

座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
ま
ち

し
ま
す
。

0

と

　

き

0　　　0　　　0

講演と
こ

師題ろ

4
月
3
日
（
木
曜
日
）

午
後
1
時
3
0
分

町
民
会
館
ホ
ー
ル

「
人
権
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

益
田
宗
吾
氏
（
西
日
本
新

聞
解
説
委
員
長
）

〔
選
挙
啓
発
講
習
会
〕

。
日
時
　
2
月
2
7
日
（
木
曜
）

1
3
時
3
0
分
か
ら

。
場
所
　
町
民
会
館

。
演
題
　
「
婦
人
の
社
会
に
お
け
る

政
治
と
の
か
か
わ
り
」

。
講
師
　
徳
永
至
先
生
（
久
留
米
大
学

教
授
）

，
ヽ
＿
ｈ
＿
‘
．
＿
ｔ
．
．
＿
‘
＿
＿
ｔ
一
‘
＿
＿
ｔ
一
ｔ
．
Ｔ
．
－
ｔ
．
，
＿
▼
ｔ
＿
’
．
’
＿
．
ｔ
．
ｔ
＿
▼
ｔ
．

。
主
催
　
水
巻
町
教
育
委
員
会

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
常
時
啓
発
事
業
で
開
催
し
ま
す

の
で
、
特
に
女
性
の
か
た
の
多
数
の
参

加
を
お
ま
ち
し
ま
す
。

昭
和
5
4
年
分
の
所
得
税

確
定
申
告
が
間
違
っ
て

い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
申
告
し
た

内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
人
は
、
正
し
い
申
告
に
直
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

㊥
申
告
し
た
税
金
が
少
な
過
ぎ
た
と
き

㊥
還
付
を
受
け
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
と

き
「
修
正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
－
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後

で
は
、
追
加
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
余

分
に
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
お
早

目
に
㊥
申
告
し
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
と
き

ｔ

．

．

＿

．

＿

‘

ｔ

一

．

－

’

＿

＿

ｔ

．

＿

＿

▼

＿

．

ｔ

－

‘

＿

＿

ｔ

－

▼

ｔ

＿

ｔ

－

ｔ

．

▼

1

．

ｔ

．

ｔ

＿

＿

ｔ

．

ｔ

㊥
還
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
か
っ
た

と
き「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
－
5
4
年
分
に
つ
い
て
は
5
6
年

3
月
1
6
日
ま
で
で
す
。

㊥
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

今
か
ら
で
も
確
定
申
告
（
期
限
後
申

告
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
申
告
手
続
な
ど
、
わ
か
ら
な

い
点
は
税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

保
険
証
切
替

あ
な
た
が
今
持
っ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
（
黄
色
）
は
、
今
年
の
三
月
末

日
ま
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
新
し

い
保
険
証
（
藤
色
）
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
日
時
厳
守
の
上
手
統
下
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
2
8
日
、
2
9
日
、
3
1
日

9
時
～
1
6
時
（
た
だ
し
、
2
9

日
の
土
曜
は
1
2
時
ま
で
）

▼
場
所
　
役
場
西
別
館
（
水
道
謀
横
）

▼
持
参
品
　
印
鑑
と
保
険
証

先
記
、
持
参
品
が
な
い
場
合
は
交
付

で
き
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

設
備
貸
与
制
度
利
用
を

中
小
企
業
者
が
、
設
備
の
近
代
化
、

合
理
化
を
計
る
場
合
に
、
希
望
す
る
機

械
設
備
を
貸
与
協
会
が
購
入
し
、
そ
れ

を
長
期
低
利
の
賦
払
で
お
譲
り
す
る
制

度
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
間
　
4
月
1
日
か
ら
予
算
額

に
達
す
る
ま
で

▼
貸
与
限
度
額
一
企
業
、
．
2
0
万
円

か
ら
1
、
5
0
0
万
円
ま
で

▼
貸
与
期
間
　
4
年
半

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
商
工
会

（

魯

2

0

1

・

7

5

5

1

）

ま

で

～
窓
口
学
習
～

春
は
異
動
の
季
節
で
す
。

就
職
、
進
学
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
は
届
出
を

。
転
入
風
－
他
の
市
町
村
か
ら
水
巻

町
に
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
、
届

出
は
1
4
日
以
内
に

。
転
出
届
－
水
巻
町
か
ら
他
の
市
町

村
に
住
ま
い
を
変
わ
る
と
き
－
届

出
は
事
前
に
で
き
ま
す
。

。
転
居
届
－
同
じ
町
内
、
区
内
で
も

住
ま
い
が
変
わ
っ
た
と
き
か
ら
ー

届
出
は
1
4
日
以
内
に

※
転
入
届
、
転
居
届
は
住
所
が
変
わ

っ
て
か
ら
、
転
出
は
住
所
が
変
わ

る
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

駐
車
禁
止
に
1
役
場
周
辺
道
路

机
小
学
校
講
堂
完
成
記
念

九州交響楽「団来　る

五
十
三
・
四
年
度
、
防
音
事

業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
机
小
学
校
講
堂
が
、
こ
の
三

月
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
完
成
を
記
念
し
て
、
八

日
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
紅
白
の
も
ち

を
つ
き
九
日
の
学
習
発
表
会
の

終
了
後
全
児
童
に
よ
る
も
ち
つ

き
を
し
、
全
員
に
紅
白
の
も
ち

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
四
日
に
は
、
全
生

徒
が
積
立
を
し
、
九
州
交
響
楽

．

‘

＿

＿

’

．

’

．

＿

ｔ

．

．

．

’

＿

＿

ｔ

．

ｔ

－

＿

ｔ

．

’

－

‘

1

．

＿

．

ｔ

＿

＿

ｔ

．

ｔ

．

‘

＿

．

ｔ

．

▼

＿

＿

ｔ

団
を
招
き
、
記
念
演
奏
会
を
行
い
ま
し

た
。
プ
ロ
の
演
奏
を
聞
く
機
会
の
な
い

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
生
の
昔
は
迫
力

が
あ
り
、
感
動
の
連
続
。
初
め
て
み
る

ホ
ル
ン
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、
チ
．
ェ
ロ
な

ど
楽
器
の
音
色
の
美
し
芋
－
－
1
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
ヶ
線
路
は
走
る
″

〝
手
の
ひ
ら
に
太
陽
を
″
な
ど
の
合
唱

は
各
自
を
音
の
世
界
に
ひ
き
ず
り
込
ん

で
い
く
よ
う
で
し
た
。

な
お
、
机
小
学
校
講
堂
は
総
事
業
費

一
億
一
千
九
百
九
十
四
万
円
で
、
そ
の

財
源
内
訳
は
国
庫
補
助
六
千
四
百
二
十

六
万
円
、
起
債
、
二
千
三
百
三
十
万
円

一
般
財
源
三
千
二
百
三
十
八
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

．
・
－
く

水
巻
町
役
場
横
に
消
防
団

本
部
及
び
第
三
分
団
車
庫
が

あ
り
ま
す
。
最
近
、
こ
の
道

路
附
近
に
駐
停
車
す
る
革
が

多
く
、
火
災
の
場
合
の
緊
急

時
に
出
動
す
る
の
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
消
防
革
が
い
つ

で
も
出
動
で
き
る
よ
う
下
図

の
と
お
り
、
町
道
が
駐
車
禁

止
に
な
り
ま
し
た
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。な
お
、
駐
車
さ
れ
る
か
た

は
、
役
場
東
、
西
側
の
駐
車

場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

冊
伊豆神社

差別はしないみんな人権持っている　伊左座小5年　山本真樹
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三
種
混
合
（
ジ
フ
チ
リ
ヤ

・
百
日
咳
・
破
傷
風
）

予
防
接
種

▼
対
象
児
　
　
（
3
回
接
種
）

①
第
一
期
の
接
種
－
満
2
歳
～
4
歳
ま

で
の
幼
児
で
初
め
て
受
け
る
子
供
で

す
。
3
過
－
8
過
の
間
隔
で
3
回
受

け
な
け
れ
ば
第
一
期
は
完
了
し
ま
せ

ん
。
日
程
表
を
み
て
忘
れ
な
い
よ
う

に
。

㊥
第
二
期
の
接
種
（
1
回
接
種
）
－
第

一
期
の
3
回
接
種
完
了
後
、
一
年
～

1
年
6
か
月
経
過
し
て
1
回
だ
け
追

加
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。
日
程
表

の
都
合
の
よ
い
日
で
結
構
で
す
。

▼
実
施
月
日

0
1
回
目
　
4
月
1
日
・
2
日

0
2
回
目
　
4
月
2
2
日
・
2
3
日

0
3
回
目
　
6
月
5
日
・
6
日

¢
追
加
日
　
6
月
2
7
日

時
間
は
い
づ
れ
も
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
注
意
事
項

①
当
日
の
朝
必
ず
体
温
を
計
る
こ
と
。

㊥
前
日
ま
で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生
係

窓
口
に
と
り
に
く
る
こ
と
。

㊥
問
診
票
は
捺
印
す
る
こ
と
（
捺
印
の

な
い
場
合
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）
。

病
気
や
熟
な
ど
が
あ
る
幼
児
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
主
治
医
に
ご
相
談
下

さ
い
．1

歳
6
か
月
検
診

▼
日
時
　
4
月
7
日
、
2
1
日

受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

▼
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月

▼
内
容
　
身
長
・
体
重
測
定
及
び
栄
養

な
ど
に
関
す
る
健
康
相
談

4
月
の
母
子
手
帳
交
付

▼
日
時
　
4
月
7
日
▼
2
1
日

必
ず
1
0
時
ま
で
に
本
人
が

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

▼
内
容
　
母
子
手
帳
の
使
用
法
、
母
子

保
健
制
度
、
妊
娠
中
の
生
活
指
導
な

ど
。

▼
持
参
品
　
印
鑑

妊
娠
届
は
早
め
に
保
健
所
に
（
毎
週

水
曜
日
、
1
3
時
か
ら
受
付
）

4
月
の
仙
配
ご
暫
談

▼

日

時

　

4

月

3

・

7

・

1

7

・

2

4

日

1

3

時

～

1

6

時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
4
月
7
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
闇
市
市
民
談
話
室

町
建
設
工
事

指
名
願
受
付

昭
和
5
5
年
度
水
巻
町
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
、
管
工
事
、
地
質
調
査

業
務
の
入
札
、
見
積
り
に
参
加
希
望
さ

れ
る
か
た
を
次
の
要
衝
で
受
付
け
ま
す

▼
受
付
期
間
　
4
月
ｌ
日
～
1
5
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

廻
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
は
財

政
係
で
配
布
し
ま
す
。

ふ
ぐ
処
理
師

免
許
講
習
会

▼
受
講
資
格
　
5
4
年
4
月
1
日
現
在
で

ふ
ぐ
処
理
の
脛
験
が
5
年
以
上
の
人

▼
申
込
み
　
　
4
月
2
1
日
～
2
6
日
ま
で

遠
賀
保
健
所
で
（
申
込
用
紙
は
4
月

1
5
日
か
ら
遠
賀
保
健
所
で
配
布
）

▼
講
習
日
及
び
場
所

0
6
月
4
日
○
芦
屋
町
民
会
館

基
地
移
転
…
連
絡
を

▼
墓
地
の
名
称
及
び
所
在
地

庚
申
寺
墓
地
－
愛
知
県
尾
西
市
開
明

字
城
堀
8
番
地

▼
連
絡
先

4
月
2
1
日
ま
で
尾
西
市
市
役
所
衛
生

係
ま
で
。

も
え
る
ゴ
ミ
収
集
曜
日
の

一
部
地
域
変
更

4
月
ｌ
日
か
ら
も
え
る
ゴ
ミ
収
集
曜

日
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

蝦
詣
鯛
地
｝
毎
週
月
・
木
曜
日

頃
末
（
伏
原
・
中
卒
田
・
み
ず
ま
き

苑
・
中
橋
一
組
）
1
毎
週
火
・
金
曜

日．
県
民
火
災
共
済
に

加

　

入

　

を

県
民
火
災
共
済
は
、
不
時
の
火
災
に

ょ
る
災
害
を
県
民
が
お
互
い
に
助
け
合

う
制
度
で
す
。

春
は
、
一
年
間
で
最
も
火
災
の
多
い

時
期
、
共
済
に
入
っ
て
安
心
を
／

新
規
加
入
、
継
続
へ
契
約
は
ｌ
年
間

）
さ
れ
る
か
た
は
、
早
め
に
消
防
分
団

及
び
役
場
民
生
係
ま
で
。

題‾”’”題‾′””‾‾‘′〝′‾‾′””‾題”′′′一題′”′‘ｌ

4月のし尿汲取予定日
ｌ

！1日　頃末、猪熊

ｉ2日　頃末、唐熊県住、鯉口、猪熊

3日　猪熊

！4日　唐熊県住、鯉口、御輪地、猪熊、新生
街（山ノロ団地）、頃末（15・25区〕

！5日　鯉口、御輪地、垣添、猪熊

ｉ7日　中央区、古乱新生街、頃末（18区）
ｌ　　　松栄荘団地、車返し、緑風国

ｉ8日　中央区、緑風園、川端通り、県道筋、
古賀、松栄荘団地、美吉野団地、机

ｌ9日　頃末（5・12・13区）、美吉野団地、

ロ
発
行
人
水
巻
町
長
伊
藤
衛
し
門

川端通り、県道筋

′ベ、〆ヤ　壷　頃未（5・12・13区）、美吉野団地、

忌つ11。票誓篭。、卯月、古賀区、高
Ｉ　　松区、片山、宮尾、ヌメリ石

！12日　樋口、卯月、大橋、商店街、月夜待、

ｌ　　　車返し、二
ｌ

…14日　頃未（6・11・14区）、二町住、下二

Ｉ　　町住、宵鼠御輪地、宮ノ下社宅
4111

ｉ15日　吉田団地、机社宅、頃末（6

Ｉ　　区〕

ｉ16日　吉田団地、猪熊
！17日　樋口

ｉ18日　吉田団地、樋口、猪熊

19［ｊ　二、下二、猪熊町住

Ｉ21日　本机伊左座、古賀県住
ｌ

！22日　みずほ団地

簾
　
水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電

ｉお［ｊ　みずほ団地、幼稚園通り
！25日　幼稚園通り

ｉ26日　古賀区（梅ノ木団地側）

！28日　古賀区（梅ノ木団地側）、梅ノ木区

ｉ30日　梅ノ木区
Ｉｌ

ｌ　　　し尿汲取り業者の一部変更
ｌ

印　　　　いままでの全清公社の受持区域が㈱玄洋社

刷　Ｉになりますのでお知らせします。

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり
ました。ご冥福をお祈りいたします。

加治屋トミヱ殿
田中　忠雄殿
小幡　　勲殿
池迫　英穂殿
奥　　義文殿
仲野ユリ子殿
渡辺ミドリ殿
吉田　信義殿

故加治崖艮幸殿
故田中　正男殿
故小幡ハル子殿
故池迫　銀松殿
故奥　　アキ殿
故仲野　雅男殿
故渡辺　　力殿
故吉田　律子殿

頃　　末
吉田二

高尾団地
みずほ団地

樋　　口
みずほ団地
頃　　末
ク

あなたの役場です電話（201）4321番

冷

牢

田

印

刷

合

資

会

社


